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Ⅰ　はじめに

　平成 32 年度より全面実施となる新学習指導 

要領では「何ができるようになるか」にあた

る「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力

等」「学びに向かう力・人間性等」の資質・能

力を育成する「どのように学ぶか」の手段と

して、ＩＣＴの特性・強みが「主体的・対話

的で深い学び」の実現に大きく貢献する１）と

定められ、各教科の指導計画の作成と内容の

取扱い２）３）の中でも、授業においてコンピュー

タの活用をするよう記載された。

　相模原市も現在、施策としてＩＣＴを活用

した授業づくりの推進を行なっており、特に、

タブレットＰＣを活用した授業づくりを推奨

している。しかし、文部科学省が毎年調査を

行っている「教員のＩＣＴ活用指導力」につ

いて、神奈川県の数値は全国平均を下回って

おり、相模原市も同様の課題を抱えている。

　また、教育研究員が所属校で行ったインタ

ビュー形式のアンケートでは、タブレットＰＣをは

じめとしたＩＣＴ機器を授業で活用すること

に対して敬遠する教員の割合が多く、その理

由として「どのように使ってよいのかわから

ない」「準備をする過程に負担感を感じる」「紙

とペンと黒板だけを活用した授業のスタイル

で十分である」などと回答している。このよ

うな心理的なハードルは、教育研究員による

ＫＪ法４）での検討から、タブレットＰＣを授

業に活用する効果と、そのための授業づくり

の視点が不明瞭であることが原因と考えた。

　しかし、この効果や具体の活用の仕方につ

いては、様々な先行研究で示されている。

　まず、タブレットＰＣをはじめとしたＩＣＴ

機器を活用することで「何ができるようにな

るのか」にあたる資質・能力の３つの柱を育

成できることが示されている。

　例えば、平成26年度と27年度に相模原市が

行った実践研究５）においては、タブレットＰＣ

　新学習指導要領では、ＩＣＴを活用した授業づくりが重要視されている。しかし、相模原市

はその中でもタブレットＰＣの活用の推進に大きな課題を抱えており、効果的な活用法の周知

が強く望まれる。この効果的なタブレットＰＣの活用法について「深い学び」を実現し「思考力、

判断力、表現力等」を育成する授業づくりを視点とした報告が全国的に少ないことから、その

ことを明らかにする研究を行った。

　調査研究や授業実践から「思考力、判断力、表現力等」を詳細な「思考のかたち」に分類し、

授業中の思考活動で働かせる「思考のかたち」毎に、対応するタブレットＰＣの活用法を整理

した。その上で、対応を示した表を拠り所に授業づくりを行うことで「深い学び」を実現し「思

考力、判断力、表現力等」を効果的に育成することができると考えた。そして、検証と考察の

結果「思考のかたち」と「タブレットＰＣ」の活用法を対応させた表と、教員を支援する「授

業づくりシート」を開発することができた。
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を活用した授業実践を行うことで、児童生徒

の意欲の喚起、知識の理解や学習内容の定着

や、思考力、判断力、表現力等の育成に効果

的である、という報告がされた。そして、平

成 25 年度、26 年度に行った全国学力・学習

状況調査６）７）では「コンピュータ等の情報通

信技術を活用して、子供同士が教え合い学び

合う学習や課題発見・解決型の学習指導を行っ

た」学校の方が、全ての教科で平均正答率が

高い傾向が見られた。これらと同様のことは、

その他の研究報告等８）９）10）11）でも述べられている。

　次に「どのように学ぶか」にあたる、主体的・

対話的で深い学びの実現にもタブレットＰＣ

の活用は効果的であることが報告されている。

　例えば、滋賀県草津市９）では、タブレット

ＰＣは、子どもたち同士の話し合いや発表の

場面などで使われることで協働学習の促進に

つながり、子どもたちのコミュニケーション

力が確実に向上すると報告されている。（「協

働的」は、新学習指導要領で「対話的」と表

記されているため、同義として捉える。）そし

て、全国学力・学習状況調査の結果では、同

市小学校の国語、中学校の国語、数学のいず

れもが全国平均を上回り、また、子どもたち

が主体的に学ぶ姿勢も目立つようになったと

報告している。これらと同様のことは、その

他の研究報告９）10）11）でも述べられている。

　だが、その具体の活用法に目を向けてみる

と、資質・能力の３つの柱のうち「知識及び

技能」「学びに向かう力」の事例は報告されて

いるが「思考力、判断力、表現力等」を育成

する具体の事例については報告が少なかった。

　また、主体的・対話的な学びを推進する活

用の仕方は多数報告されているが、深い学び

を推進する活用の仕方の報告は少なかった。

　これらのことから、教員が心理的ハードル

を感じずに、タブレットＰＣを効果的に活用

した授業づくりを推進するためには、特に、

深い学びを実現し、思考力、判断力、表現力

等を育成する視点を明らかにした授業づくり

について、研究する必要があると考えた。

Ⅱ　研究仮説の設定

１�　思考力、判断力、表現力等の育成を目標

にした授業のタブレットＰＣ活用法の整理

　授業で、どのようにタブレットＰＣを活用

したら、深い学びを実現し、思考力、判断力、

表現力等の育成に効果的か、という手がかり

を得るため、教育研究員の実践授業も含めた

様々なタブレットＰＣを活用した授業 12）13）14）

から、思考力、判断力、表現力等の育成をね

らいとしたものを抽出し、活用方法の傾向を

整理した。

　その結果、次の３つのタブレットＰＣの活

用法と併せて、育成する思考力、判断力、表

現力等が働いている学習活動（以下、思考活動）

が設定されているとき、深い学びが生まれて

いるのでは、と考えた。

Ａ　 文字・音声・画像・映像等をタブレット

ＰＣで繰り返し見返す活動（以下、Ａ）

Ｂ　 文字・音声・画像・映像等をタブレット

ＰＣで編集する活動（以下、Ｂ）

Ｃ　 児童生徒のタブレットＰＣの情報（文字・ 

音声・画像・映像等）を共有する活動（以

下、Ｃ）

２　思考力、判断力、表現力等の種類の検討

　思考力、判断力、表現力等の育成に寄与す

るＡからＣの活用法は、最初、教科ごとに相

性の良い対応があるのではないか、と考えた。

しかし、理科の実験の場面と体育の跳び箱の

授業の場面でＡの活用法を用いている場面が

あったが、そこで行われている思考活動は種

類が異なると考えられた。同様のことは、Ｂ、

Ｃの活用法にも存在しており、活用法を軸と

した整理の仕方に困難さを感じた。

　この原因は、思考力、判断力、表現力等の

定義の範囲があいまいであるためと考えた。

例えば、授業において思考活動を促すとき、

教員は「考えましょう」という言葉かけをよ
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く用いる。しかし、その考えるという行為が、

比較を指す場合もあれば、様々な発想を生み

出すことを指す場合もあるなど、多岐にわたる。

　そこで、本研究における思考力、判断力、

表現力等の種類について検討を行った。この

種類の定義については、中村、尾崎の授業づ

くりの研究 15）を拠り所にすることとした。

　中村、尾崎は、思考力、判断力、表現力等

には基本形（図１）を基にしたいくつかのパ

ターン（以下、思考のかたち）がある（表１）

と述べ、思考力、判断力、表現力等を育成す

る授業づくりにおいて、このことを意識した

学習活動を設定する必要がある、と述べている。

図１　思考のかたちの基本形

表１　思考のかたちのパターン

項番 思考のかたち 概要

１ 拡散（発散）的思考
課題について、予測やアイデ 
アをいくつか創出する思考

２ 分析・分類・分解
課題について、条件等を踏ま
えて、分析・分類・分解する
思考

３ 収束的思考
いくつかの事柄を、条件等に 
応じて一つにまとめる思考

４
「問題解決」での
“問題の発見”や
“課題の解決”

問題を発見し、課題を設定し
て解決する思考

５
試行錯誤の問題
（課題）解決

課題を解決するために、条件
や回答を何度も照らし合わせ
ることを繰り返す思考

６
集団思考から個の

思考への収束
集団で思考した結果を受け、
さらに個で行う思考

７ その他

上記６つのかたちに当てはま
らない逆発想的思考、演繹的
思考、帰納的思考、総合的思
考、創造的思考等

※ ８番目のかたちは、校務に関係するものであったため、本 
研究では除く

　そのため本研究では、思考力、判断力、表

現力等と思考のかたちを同義と捉えた。そし

て、この思考のかたちに、ＡからＣまでのタ

ブレットＰＣの活用法が、対応しているので

はないかと考えた。

　そこで、Ⅱ１で整理した事例について、縦

軸を思考のかたち、横軸をＡからＣまでのタ

ブレットＰＣの活用法にした表２に、それぞ

れに該当する事例を当てはめて整理した。

表２　�思考のかたちの育成に活用された各タ

ブレットＰＣ活用法の事例数

思考の
かたち
の項番

Ａ　 文 字・ 音
声・ 画 像・ 映
像 等 を タ ブ
レットＰＣで
繰り返し見返
す活動

Ｂ　 文 字・ 音 
声・ 画 像・ 映
像 等 を タ ブ
レットＰＣで
編集する活動

Ｃ　児童生徒
のタブレット
ＰＣの情報（文
字・音声・画像・
映像等）を共
有する活動

１ １事例

２ ４事例

３ ４事例

４

５ ２事例 ２事例 １事例

６ １事例 １事例 １事例

７

　すると、思考活動で働かせる思考のかたち

に対応するタブレットＰＣの傾向が明らかに

なった。例えば「項番２分析・分類・分解」

の育成ではＡのみが事例として分類されてい

るが「項番３収束的思考」ではＣのみが事例

として分類されている。

３　研究仮説

　Ⅱ１及び２から、深い学びを実現し思考力、 

判断力、表現力等を育成する視点から、タブ

レットＰＣを効果的に活用するための仮説を、

次のように立てた。

① 育成を目指す思考のかたちごとに対応す 

るタブレットＰＣの活用法がある。

② 対応を示した表（以下、対応表）を拠り

所に授業づくりを行うことで、深い学び

を実現し、思考力、判断力、表現力等を

効果的に育成することができる。

Ⅲ　検証授業の実践と考察

１　仮説の検証と考察の方法の検討

　仮説の検証について、表２を拠り所とした

↑

内部条件

基礎的・基本的な「知識・技能」

既習の体験や経験

チャレンジなどの意欲の状況

入力課題 出力結果
学習者自らが自分の力

で試行錯誤する「思考・

判断・表現」の学習活

動

何を

何のために

「学習の課題」

どうする・どうした

「学習の課題」を解

や回答

決した学習成果物

【学習指導-1】

めあて・条件等の

指導者からの提示

外部条件 【学習指導-2】
思考・判断・表現を促す指導者

ら”の支援
からの背中を押す感じの“横か

制約条件

外部状況

活用

条件

入

力

出

力

条

件
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授業づくりと授業実践を４人の教育研究員が

行うこととした。

　考察については、授業観察や課題の達成度

から、思考のかたちが育成されたか、深い学

びに至ったか、を判断することとした。

　なお、思考のかたちの育成と思考力、判断力、

表現力等の育成は、Ⅱ２で定義した通り同義

として解釈する。

　思考のかたちの育成状況については、定量

的な方法よりも定性的な方法で評価すること

が望ましいため、検証授業ごとにルーブリッ

クを作成し、その実現状況で育成状況を測る

こととした。

　ルーブリックにおける、全ての授業に共通

する尺度の設定では、思考のかたちの理論が、

参考文献として挙げた、ブルームが示した認

知領域のタキソノミー16）（表３）を参考にした。

表３　認知領域のタキソノミー

6.0 評　価 Evaluation

5.0 統　合 Synthesis

4.0 分　析 Analysis

3.0 応　用 Application

2.0 理　解 Comprehension

1.0 知　識 Knowledge

　思考のかたちの研究では、認知領域のタキ

ソノミーの段階が「2.0　理解」から高次にな

るに従って思考力、判断力、表現力等の段階

に入ると解釈を示している。このことから、

タキソノミーの段階をルーブリックの質の段

階に当てはめ「2.0　理解」以上の段階の生徒

について思考力、判断力、表現力等が育成さ

れたと解釈し、そのような児童生徒の姿を評

価規準として設定することとした。

　深い学びの到達尺度は次のように考えた。

　先行研究等 17）18）で、授業が深い学びに至っ

たかの評価尺度として「事象同士の関係の理

解ができているか」「獲得した概念が応用転移

できるか」「そして各教科の見方・考え方に沿っ

たものかどうか」ということが示されている。

このことから、表３の「2.0　理解」を「事象 

同士の関係の理解ができているか」の段階、

「3.0　応用」を「獲得した概念が応用転移で 

きるか」の段階と解釈し、深い学びに至った

かの評価尺度とする。

　そのため、本研究では、思考力、判断力、

表現力等の育成状況と深い学びの達成度合に

ついて同じルーブリックで測ることとした。

２　検証授業の実践

　検証授業は、一般的な授業づくりの手順で

計画及び検討を行った。ここでの一般的な授

業づくりの手順とは「①何ができるようにな

るか（資質・能力）を決める」「②できるよう

になるためには、どのような学習課題を解決

すればよいか設定する」「③学習課題を解決す

るために、どのように学ぶか（指導法やそれ

に付随する教材）を決定する」を指す。

　このとき、深い学びの実現については「各

教科などの特質に応じた「見方・考え方」を

働かせながら、知識を相互に関連付けてより

深く理解したり、情報を精査して考えを形成

したり、問題を見いだして解決策を考えたり、

思いや考えを基に想像したりすることに向か

う「深い学び」が実現できているか 18）」が授

業改善の視点である、と示されていることか

ら、特に「②できるようになるためには、ど

のような学習課題を解決すればよいか設定す

る」の段階で、各教科の見方・考え方に基づ

いた検討を行った。

　また、思考のかたちを働かせるときには、

ワークシートの併用が効果的と考えた。そこ

で、思考のかたちの基本形における「入力課題」

「内部条件」「外部条件」を明記し、出力結果

を記載させる構造のワークシートを用いた。

　次に４つの検証授業の結果と考察を述べる。

(1) 検証授業１

①授業の概要

1) 日時　平成 29 年 10 月 30 日（月）

2) 場所　相模原市立Ｐ小学校
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3) 教科及び対象学年 

　生活科「もっといきたいな町たんけん」

　第２学年２組 26 名

4) 本時の目標と育成する思考のかたち

　 　公園のよさについて、自分なりの表現で

まとめる。（「項番２　分析・分類・分解」

の育成）

5) タブレットＰＣの活用法

　Ａ 　画像・音声・映像等をタブレットＰＣ

で繰り返し見返す活動

②本時の流れ

1) 導入

〇 公園たんけんの様子を模造紙や写真、学区

の地図を見て想起する。

2) 展開

〇 「自分のお気に入りの公園を決め、その良

さをまとめる」という課題を解決するため

に、模造紙や、タブレットＰＣに撮影して

きた写真などを見て公園の良さを分析し、

ワークシートに考えをまとめる。

3) まとめ

〇 ワークシートにまとめたものを発表する。

③検証の結果と考察

　授業中でのタブレットＰＣを活用した思考

活動は、明らかに効果的でなかった。そして、 

授業が終了するまでに、学習課題を解決する

ことができなかった。本時は「項番２　分析・

分類・分解」を目的とした授業であったが、

児童が実際に行った思考活動は「項番３　収

束的思考」であった。表２において、収束的

思考とＡは対応していないことから、学習活

動が成立しにくかったことが推察される。

(2) 検証授業２

①授業の概要

1) 日時　平成 29 年 11 月８日（水）

2) 場所　相模原市立Ｑ小学校

3) 教科及び対象学年

　算数「計算のきまり」

　第４学年２組 35 名

4) 本時の目標と育成する思考のかたち

　 　提示した１つの式になるよう、ドットを

まとめたり移動させたりするなど工夫して

考え、表すことができる。（項番５　試行錯

誤の問題（課題）解決）

5) タブレットＰＣの活用法

　Ｂ 　文字、音声、画像、映像をタブレット

ＰＣで編集する活動

　Ｃ 　児童生徒のタブレットＰＣの情報（文

字、画像、映像）を共有する活動

②本時の流れ

1) 導入

○学習課題を確認する。

2) 展開

○ 提示されたレベル１から４までの式を表す 

図の求め方を個人で考える。

○ レベル１から４までの式を表す図の求め方 

について、グループ毎にタブレットＰＣ上

でドットを動かす様子を共有しながら、思

考錯誤し、図を表す式を明らかにする。

3) まとめ

○ 各グループで撮影した映像を見せながら、

全員で「それぞれの式を図で表す求め方」

を共有し、発展問題を解く。

③検証の結果と考察

　本実践では、まとめにおいて、学習経験を

応用しなければ解決のできないパフォーマン

ス課題 19）を設け、その解決の度合いについて

ルーブリック（表４）をもとに判定した。授

業終了時に課題を解決し、ワークシートを提

出できた人数は 15 名（43％）であった。

表４　作成したルーブリックとその人数

期待される力
質の段階

３ ２ １

提示された式
を表す図の求
め方について
考えることが
できる。

提示された式
を表す図の求
め方について
ドットをまと
めたり移動さ
せたりして考
えている。

提示された式
を表す図の求
め方について
考えている。

提示された式
にあった図の
求め方を考え
ていない。

人数 ８人 ６人 １人

　提出した児童のうち、質の段階３（「3.0　

－ 34 － － 35 －



応用」に相当）が８人（53％）、質の段階２（「2.0 

理解」に相当）が６人（40％）、質の段階１（「1.0 

知識」に相当）が１人（６％）であったため、 

提出者の状況だけで判断した場合は、思考の

かたちが育成されたと考えた。

　このことから「項番５　試行錯誤の問題（課 

題）解決」を育成するとき、思考活動におけ

るＢの活用法は有効である、と考えられる。

　しかし、授業中に課題を解決できなかった

児童が半数を超えていることは課題である。

これは、展開において、タブレットＰＣを操

作し「項番５　試行錯誤の問題（課題）解決」

を働かせる時間を、個々の児童に十分確保で

きなかったことが原因と考えた。

　一方、各グループの考えている過程を確認

しながら課題を試行錯誤する様子が児童に見

られた（図２）。このことからＣの活用法も有

効であったと考えた。

図２�　各班の考える過程を投影した大型ＴＶ�

を見ている児童の様子

(3) 検証授業３

①授業の概要

1) 日時　平成 29 年 11 月 14 日（火）

2) 場所　相模原市立Ｒ中学校

3) 教科及び対象学年

　英語「Lesson ６ I have a dream」 

　第３学年３組 36 名

4) 本時の目標と育成する思考のかたち

　 　キング牧師のスピーチをお互い聴き合い、

相手が理解しやすいように工夫して音読す 

る。（項番５　試行錯誤の問題（課題）解決）

5) タブレットＰＣの活用法

　Ａ 　画像・音声・映像等をタブレットＰＣ

で繰り返し見返す活動

②本時の流れ

1) 導入

○ 「20 世紀のアメリカの状況」「キング牧師

はどんな人か」「何に気をつけて読むか」等、

スピーチを行う上で必要な歴史的背景、人

柄、読む際の留意点を確認する。

○ キング牧師のスピーチを聴いて、何を感じ

たか、彼は何を伝えたかったのか考える。

2) 展開

○ キング牧師のスピーチをしよう、という課

題について、見本動画の表情や口の動かし

方を客観的に繰り返し見返すことで、相手

が理解しやすいよう工夫したスピーチの仕

方を考えて練習する。

3) まとめ

○ 練習後、次の発表に向けて「キング牧師の

スピーチを上手に行うために何を工夫しま

したか」「なぜその工夫をしましたか」とい

う問いを考察する。

③検証の結果と考察

　本実践では、まとめにおいて「キング牧師

のスピーチを上手に行うために何を工夫しま

したか」という考察の場面を設け、さらにそ

の理由も記述させた。そしてルーブリック（表

５）をもとに判定した。授業終了時に課題を

解決し、ワークシートを提出できた人数は 35

名（97％）であった。

表５　作成したルーブリックとその人数

期待され
る力

質の段階

４ ３ ２ １

自 分 の 気
持 ち や ス
ピ ー チ に
込 め ら れ
た 感 情 を
英 語 で 伝
えること。

ス ピ ー チ
に 込 め ら
れ た 感 情
を ど の よ
う に 伝 え
た ら よ い
か と い う
こ と を 伝
え る 相 手
を 想 定 し
て、 自 分
ご と と し
て 考 察 し
ている。

ス ピ ー チ
に 込 め ら
れ た 感 情
を ど の よ
う に 伝 え
た ら よ い
か と い う
こ と を 伝
え る 相 手
を 想 定 し
て 考 察 し
ている。

ス ピ ー チ
に 込 め ら
れ た 感 情
を ど の よ
う に 伝 え
た ら よ い
か 考 察 し
ている。

ス ピ ー チ
を ど の よ
う に 読 む
か 考 察 し
ている。

人数 １人 ９人 17 人 ４人

－ 36 － － 37 －



　提出した生徒のうち、質の段階４（「4.0 分

析」に相当）が１人（３％）、質の段階３（「3.0 

応用」に相当）が９人（26％）、質の段階２（「2.0 

理解」に相当）が 17 人（49％）、質の段階１（「1.0  

知識」に相当）が４人（11％）であったため、

思考のかたちが育成されたと考えた。

　また、授業観察では、展開でのタブレット

ＰＣを活用した活動において、見本の動画等

を何度も再生して発音やジェスチャーを確認

し、ワークシートも併用しながら試行錯誤す

る様子が見られた（図３）。

図３�　各班で見本の動画を何度も見返したり、

聴いたりしている様子

　このことから「項番５　試行錯誤の問題（課 

題）解決」を育成するとき、思考活動におけ

るＡの活用法は有効である、と考えられる。

(4) 検証授業４

①授業の概要

1) 日時　平成 29 年 12 月７日（木）

2) 場所　相模原市立Ｓ中学校

3) 教科及び対象学年

　数学「空間図形」

　第１学年 17 名

4) 本時の目標と育成する思考のかたち

　身の回りのものを立体でとらえることに関

心をもち、立体を見いだし、それらの特徴を

調べたり、分類したりする。（「項番２　分析・

分類・分解」の育成）

5) タブレットＰＣの活用法

　Ａ 　画像・音声・映像等をタブレットＰＣ

で繰り返し見返す活動

   

②本時の流れ

1) 導入

○ 建物や身の回りから、今まで学習した直方 

体や角柱、円柱の形を見つける。

2) 展開

○ 課題１及び２について個々にタブレットＰ

Ｃの写真機能を用いて、８つの立体図形の

模型を好きな角度、好きな並べ方にして撮

影し、それを活用して分析・分類し、自分

なりに図形の分類を決定する。

・課題１：  図形をあなたが思った分類にわけ 

て、名前、記号を書き込む。

・課題２：  名前がどうして成立するのか、数 

学で使う言葉で説明する。

3) まとめ

○パフォーマンス課題を解決する。

・  ３枚の建造物の写真の中から、見本の図形 

群に一番似ているものを選び、その理由を 

説明する。

③検証の結果と考察

　本実践では、まとめにおいて、学習経験を

応用しなければ解決できない難易度が高めの

パフォーマンス課題（図４）を設け、解決の

度合いについてルーブリック（表６）をもと

に判定した。授業終了時に課題を解決し、ワー

クシートを提出できた人数は 14 名（82％）で

あった。

図４　検証授業４のパフォーマンス課題

Ａ Ｂ 

Ｃ 

この見本の図形に一番

似ていると思う建物はど

れですか。記号で選びなさ

い。また、なぜそう思った

かあなたの考えを記入し

てください。 

－ 36 － － 37 －



表６　作成したルーブリックとその人数

期待さ
れる力

質の段階

５ ４ ３ ２ １

未知の課
題に対し、
既習した
数学の概
念を基に
分 析・ 分
類するこ
とができ
る。

写真を奥
行きのあ
る空間と
してとら
え、 数 学
の言葉を
使って分
析・ 分 類
している。

数学の葉
を使って
分 析・ 分
類してい
る。

分 析・ 分
類してい
る が、 数
学の言葉
が使えて
いない。

分析をし
ている（図
形の形状
にあては
まるもの
を探して
いる）が
分類でき
ていない。

分 析・ 分
類ができ
ていない。

人数 １人 ４人 ３人 ４人 ２人

　提出した生徒のうち、質の段階５（「5.0　

統合」に相当）が１人（７％）、質の段階４（「4.0 

分析」に相当）が４人（29％）、質の段階３（「3.0 

応用」に相当）が３人（21％）、質の段階２（「2.0 

理解」に相当）が４人（29％）、質の段階１（「1.0 

知識」に相当）が２人（14％）であったため、 

思考のかたちが育成されたと考えた。特に、

質の段階の４、５に到達した生徒がいたこと

は驚きであった。これは、授業観察から、教

師が教科の見方・考え方に沿う言葉を意図し

て発言していたためと考えた。

　このことから「項番２　分析・分類・分解」 

を育成するとき、思考活動におけるＡの活用

法は有効である、と考えられる。

　また、授業時間の都合により、Ｃの活用法 

をまとめの場面で行うことができなかった 

が、達成されていれば、質の段階が高次の生 

徒がより増えたのではないか、とも考えた。

３　検証授業の考察から得られた知見

　検証授業の考察を総括したところ、次の知

見を得ることができた。

(1 ) 授業の目標が、どの思考のかたちの育成

をねらっているのか判断すること、学習課

題の解決の方向が教科の見方・考え方に沿っ

ていることが、授業の前提として重要であ

る。

(2 ) 表２を根拠としてタブレットＰＣを活用

した授業づくりを行うことで、思考のかた

ちを育成することができる。また、深い学

びを達成することができると判断される。

(3 ) 検証授業１より、思考のかたちによって

は、タブレットＰＣの活用が、その育成に

特に寄与しないことも考えられる。授業に

おいてタブレットＰＣをうまく活用できな

いと感じたときの原因は、思考のかたちと

対応していない活用法に起因することが推

察される。

(4 ) タブレットＰＣを活用して思考のかたち

を育成する際には、ワークシート等との併

用が効果的と考えられる。

(5 ) 学習課題を解決するとき、Ｃのタブレッ

トＰＣの活用法をＡとＢの活用法と併せて

用いた場合に、より深い学びが生まれ、思

考のかたちの育成に寄与すると考えられる。

これは、「主体的・対話的で深い学び」の必

要性とも合致する。

Ⅳ�　思考のかたちとタブレットＰＣ活用法の 

対応表の作成

１　検証授業の考察に基づく表２の再整理

　検証授業で得られた知見をもとに、検証授

業他の新たな事例 20）も加え、次の手続きで、

表２を再度整理しなおした。（表７）

表７�　再整理した思考のかたちの育成に活用�

された各タブレットＰＣ活用法の事例数

思考の
かたち
の項番

Ａ　 文 字・ 音
声・ 画 像・ 映
像 等 を タ ブ
レットＰＣで
繰り返し見返
す活動

Ｂ　 文 字・ 音 
声・ 画 像・ 映
像 等 を タ ブ
レットＰＣで
編集する活動

Ｃ　児童生徒
のタブレット
ＰＣの情報（文
字・音声・画像・
映像等）を共
有する活動

１ ２事例 １事例

２ 10 事例 １事例

３ ８事例

４

５ ４事例 ５事例 ３事例

６

７

(1 ) 検証授業の考察を基に、表２の事例が、

現状の思考のかたちとタブレットＰＣの活

用法に当てはまっているか、再度検証する。

(2 ) 協議の結果、表２と違う対応と判断され

るものは「育成をねらう思考のかたちの解

釈を間違えていないか」「思考力、判断力、

－ 38 － － 39 －



表現力等を育成する授業になっているか」

ということを確認する。

(3 ) さらに新たな事例について、思考のかた

ちと活用法の対応を検討し、表に追加する。

２　対応する事例の検討

　表７を基に、思考のかたちごとに対応する

タブレットＰＣの活用法を示した表（以下「対

応表」）を、表８のように作成した。

表８�　思考のかたちと対応するタブレットＰ�

Ｃ活用法

　次に、各思考のかたちに対応するタブレッ

トＰＣの活用法の検討内容について示す。

(1) 思考のかたち１　拡散（発散）的思考

　「拡散（発散）的思考」の育成に対応するタ 

ブレットＰＣの活用法は、表７からＢとＣと

考えた。

　なお、Ａは、事例が見つけられなかったこと、

Ａの活用法を設定した授業の計画ができな

かったことから「拡散（発散）的思考」の育

成に特別に寄与するとは言えないと判断した。

(2) 思考のかたち２　分析・分類・分解

　「分析・分類・分解」の育成に対応するタブ

レットＰＣの活用法は、表７からＡとＣと考

えた。

　なお、Ｂについては、分析・分類・分解の

結果を、コンピュータ等を用いてまとめるこ

とが、分析・分類・分解の思考の育成に特別

に寄与するものではないと判断した。

(3) 思考のかたち３　収束的思考

　「収束的思考」の育成に対応するタブレット

ＰＣの活用法は、表７からＣと考えた。

　なお、ＡとＢについては、事例を見つけら

れなかったことや、検証授業１から、この活

用法による授業が従来の授業に比べて、思考

のかたちの育成に寄与するものではないと判

断した。

(4) 思考のかたち４　「問題解決」での“問題

発見”や“課題の解決”

　「『問題解決』での“問題発見”や“課題の

解決”」の育成について、実践事例を見つける

ことができなかったことから、対応するタブ

レットＰＣの活用法は、表７からは特定する

ことが できなかった。これは、現在の授業に

おいて問題発見等に当たる場面が設けられて

いないことが原因と考えた。例えば、平成 24

年度改訂の小学校教科書、平成 25 年度改訂の

中学校教科書では、問題発見や課題設定に相

当する学習の事例が全く掲載されていない。21）

　しかし、実社会の「『問題解決』での“問題

発見”や“課題の解決”」を働かせる場面では

ＩＣＴが活用されていることから、全ての活

用法が有効ではないか、と考え、本研究では

対応を表に示すことにした。

(5) 思考のかたち５　試行錯誤の問題（課題）�

解決

　「試行錯誤の問題（課題）解決」の育成では、 

表７から全てのタブレットＰＣの活用法が対 

応すると考える。

(6) 思考のかたち６　集団思考から個の思考

への収束

　「集団思考から個の思考への収束」の育成に 

合致するタブレットＰＣの活用法について、

仮説の段階では、表２のようにＡからＣの全

思考の

かたち

Ａ 文字・音声・

画像・映像等をタ

ブレットＰＣで

繰り返し見返す

活動

Ｂ 文字・音

声・画像・映

像等をタブレ

ットＰＣで編

集する活動

Ｃ 児童生徒のタ

ブレットＰＣの情

報（文字・音声・画

する活動

像・映像等）を共有

１ 拡散（発

散）的思考
○ ○

２ 分析・分

類・分解
○ ○

３ 収束的

思考
○

４ 「問題解決」で

の“問題の発見”や

“課題の解決”
○ ○ ○

５ 試行錯誤

の問題（課

題）解決
○ ○ ○

６ 集団思考

から個の思

考への収束

７ その他

思考のかたち１から５の

ＡからＣに該当

本研究では取り扱わない

－ 38 － － 39 －



てに対応すると考えていた。しかし、全ての

事例において、実は他の思考のかたちの育成

をしているのではないか、ということに気付

いた。

　例えば、表２のＢに分類した中学校の国語

の事例がある。この授業では、タブレットＰ

Ｃで個々が作成したマッピングを、画面の集

約機能を用いて集団で共有するという活動を

行っていたため「集団思考から個の思考への

収束」に分類した。だが、よく検討してみると、

タブレットＰＣでマッピングを編集すること

で育成を目指していた思考のかたちは「拡散

（発散）的思考」であり、他の事例でも同様で

あった。

　先行研究では「集団思考から個の思考への

収束」は「集団による思考」と「個の思考」

の２回の思考の過程があることを示している。

しかし、上記の検討から「個の思考」の過程

で育成する思考のかたちは、１から５のどれ

かの育成に帰結するため、対応する事例を表

に示さなくてもよい、と判断した。

　そのため、表２でこの思考のかたちに分類

した事例は、ＡかＢの活用法とＣの活用法の

２つに詳細に分類して、表７に記載した。

(7) 思考のかたち７　その他

　「その他」の思考の形については、表７のよ 

うに該当事例がないことから、対応するタブ

レットＰＣの活用法を整理することが困難と

判断し、本研究では取り扱わないこととした。

３　教員を支援する授業づくりシートの開発

　次に、教員の授業づくりを支援するために、

表８の対応表を拠り所とした授業づくりを簡

易に行うことのできる「授業づくりシート（以

下、シート）」の開発を行った。

(1) 授業づくりの手順の検討

　シートに示す授業づくりの手順は、Ⅲ２で定

義した一般的な手順と同じにすることとした。

　「①何ができるようになるか（資質・能力）

を決める」の段階では、設定した授業や単元

の目標が、どの思考のかたちに合致するか判

定するよう示すことにした。しかし、現状の

思考のかたちには、専門的な用語が用いられ

ているため、簡易な表し方について３(2) で

検討した。

　「②できるようになるためには、どのような

学習課題を解決すればよいか設定する」の段

階では、教科等の見方・考え方との整合性を

確実に確認すべきであることから、シートに

特に示すこととした。しかし、学習課題が教

科等の見方・考え方と合致しているかを診断

する方法について言及することは、本研究の

方向性から逸れると判断し、しない方がよい

と判断した。

　「③学習課題を解決するために、どのように

学ぶか（指導法やそれに付随する教材）を決

定する」の段階では、思考活動で働かせる思

考のかたちと対応するタブレットＰＣの活用

法について、表８を基に示すことにした。

(2) 思考のかたちの簡易な表し方の検討

　思考のかたちの簡易な表し方について、順

序性、シートへの掲載の可否も含めて検討し、

表９のように変更して表記した。

表９　思考のかたちの表記の変更

先行研究での項番と表記 変更した項番と表記

１ 拡散（発散）的 思考 イ 自由に発想する

２ 分析・分類・分解 ウ 分析、分類する

３ 収束的思考 オ
条件に応じて一つにま
とめる

４
「問題解決」での“問題
発見”や“課題の解決”

ア 問題を発見する

５
試行錯誤の問題（課題）
解決

エ 試行錯誤する

※項番６と７はシートでは示さない

　項番１「拡散（発散）的思考」は、表７の

授業事例をもとに「自由に発想する」という

言葉に変えた。

　項番２「分析・分類・分解」は「分析、分

類する」という言葉に変えた。分解の授業事

例は表７になかったため削除した。

　項番３「収束的思考」は、先行研究の思考

のかたちの基本図を文章に表し「条件に応じ
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て一つにまとめる」という言葉に変えた。

　項番４、５はそれぞれ「「問題解決」での“問

題発見”や“課題の解決”」を「問題発見・解

決」に「試行錯誤の問題（課題）解決」を「試

行錯誤する」という言葉に変えた。これは、

先行研究の表記自体を参考に簡略化した。こ

のとき、項番４については「問題を解決」の思考

の範囲が広いため「問題を発見する」のみにした。

　項番６「集団思考から個の思考への収束」

と項番７「その他」については、表８のよう

な示し方は好ましくないと判断し、シートに

は示さないこととした。

　また、シートが授業づくりの補助を目的と

することから、先行研究の思考のかたちの順

番ではなく、授業や単元の進行に沿った思考

のかたちを示した方が、教員にわかりやすい

のではないかと考えた。そこで、新学習指導

要領や先行研究 21）で示されている学習の過程

を参考に項番をアからオの順番に変更した。

(3) 授業づくりシートにおける表８の示し方

の検討

　「③学習課題を解決するために、どのように

学ぶか（指導法やそれに付随する教材）を決

定する」の段階において、表記と項番を変え

た表８を示すときに、タブレットＰＣのＣの

活用法についての示し方が課題になった。

　相模原市立総合学習センターが作成したタ

ブレットＰＣの活用事例集 13）では、タブレッ

トＰＣに対する教員の心理的なハードルをク

リアする目安として「１  教員がタブレット

ＰＣを活用して授業を行う」「２  児童生徒が

タブレットＰＣを活用して授業を行う」「３  

児童生徒がネットワークにつながったタブ

レットＰＣを活用して授業を行う」という３

つの難易度が示されている。このことから、

シートを利用する教員の心理的負担が軽減さ

れるよう、Ｃの活用法については「＋さらに

チャレンジ」という形で示すことにした。

　以上の手続きを経て作成したシートを図５

に示す。

図５�　思考力、判断力、表現力を育成し深い

学びを実現する授業づくりシート

Ⅴ　まとめ

１　結論

　深い学びを実現し、思考力、判断力、表現

力 等を育成する視点から、タブレットＰＣを

効果的に活用するとき、次の要件を基にした

授業づくりをするとよいことが分かった。

(1 ) 育成する思考力、判断力、表現力等につ

いて、思考のかたちのような詳細な種類に

分けた時、思考活動で働かせる思考のかた

ち毎に、対応するタブレットＰＣの活用法

がある。

(2 ) 対応するタブレットＰＣの活用法には、

「Ａ  文字・音声・画像・映像等をタブレッ

トＰＣで繰り返し見返す活動」「Ｂ  文字・

音声・画像・映像等をタブレットＰＣで編

集する活動」「Ｃ  児童生徒のタブレットＰ

Ｃの情報（文字・音声・画像・映像等）を

共有する活動」の３つがある。さらに、Ａ

とＢにＣを併用することで、より深い学び

を実現できる。

(3 ) 思考のかたちによっては、タブレットＰ

Ｃの活用が、その育成に特に寄与しない場

合もある。
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２　課題

　課題として次の３つが残った。

(1 ) 学習課題の設定では、教科等の見方・考

え方をもとに検討することが、深い学びを

実現する条件と考える。しかし、本研究で

はその検証を行えなかったため、このこと

と、タブレットＰＣの活用法との関係につ

いて明らかにする必要がある。

(2 ) 要件を基に開発した「授業づくりシート」 

の有効性と、教員の心理的ハードルを下げ

ることへの効果について検証する必要がある。

(3 ) シートで計画した授業には、ワークシート

の併用が欠かせないと考えるため、その作成

の要件について、明らかにする必要がある。

　本研究の結論は、授業に用いられるＩＣＴ

の発展や、新たなソフトウェアの開発、主体的・

対話的で深い学びの普及により、更新される

ことが想定される。本研究を生かした授業づ

くりを普及していくとともに、その効果につ

いて、定期的な検証をしていきたいと考える。
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思考力、判断力、表現力等を育成し深い学びを実現する授業づくりシート

Ⅰ 思考のかたちはどれに当てはまりますか☑

□ア 問題を発見する

□イ 自由に発想する

□ウ 分析、分類する

□エ 試行錯誤する

□オ 条件に応じて一つにまとめる

↓
Ⅱ この思考のかたちを育てるためには、どのような学習課題を設定しますか✍

（各教科等の見方・考え方（裏面資料）に沿っているか、必ず確認しましょう）

↓

Ⅲ 学習課題を解決する活動に有効なタブレットＰＣの

活用法を、育てる思考のかたちを参考に選びましょう

☑

項

番

思考の

かたち

タブレットＰＣの活用法

□Ａ

文字・音声・画像・

映像等をタブレット

ＰＣで繰り返し見返

す活動

□Ｂ

文字・音声・画像・

映像等をタブレット

ＰＣで編集する活

動

ア
問題を

発見する
○ ○

イ
自由に

発想する
○

ウ
分析、

分類する
○

エ
試行錯誤

する
○ ○

オ
条件に応じて

一つにまとめる

©タブレットＰＣを効果的に活用する授業づくりにかかわる研究 教育研究員(2018)

Ⅲ’ さらに深い学びを目指

して、児童生徒がタブレット

ＰＣで対話的に学ぶ学習

活動を設定しましょう☑

□Ｃ

児童生徒のタブレッ

トＰＣの情報（文字・

音声・画像・映像

等）を共有する活動

○

○

○

○

○

できたらチャレンジ！

（準備✍）

本時の目標を書きましょう

資料１

－ 42 － － 43 －



言葉による見方・考え

方

　児童が学習の中で，対象と言葉，言葉と言葉との関係を，言葉の意味，働き，使

い方等に着目して捉えたり問い直したりして，言葉への自覚を高めること。

社会的な見方・考え方

＜小学校＞「社会的事象の見方・考え方」

　社会的事象を，位置や空間的な広がり，時期や時間の経過，事象や人々の相互関

係などに着目して捉え，比較・分類したり総合したり，地域の人々や国民の生活と

関連付けたりすること。

＜地理的分野＞「社会的事象の地理的な見方・考え方」

　社会的事象を位置や空間的な広がりに着目して捉え，地域の環境条件や地域間の

結び付きなどの地域という枠組みの中で，人間の営みと関連付けること。

＜歴史的分野＞「社会的事象の歴史的な見方・考え方」

　社会的事象を時期，推移などに着目して捉え，類似や差異などを明確にしたり事

象同士を因果関係などで関連付けること。

＜公民的分野＞「現代社会の見方・考え方」

　社会的事象を政治，法，経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目

して捉え，よりよい社会の構築に向けて，課題解決のための選択・判断に資する概

念や理論などと関連付けること。

数学的な見方・考え方
　事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，論理的，統合的・発展

的に考えること。

理科の見方・考え方

　自然の事物・現象を、質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な

視点で捉え、比較したり、関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて

考えること。

身近な生活に関する

見方・考え方

　身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、比較、分類、関連付け、工夫、

試行、予測することなどを通して自分自身や自分の生活について考えること。

音楽的な見方・考え方
　音楽に対する感性を働かせ，音や音楽を，音楽を形づくっている要素とその働き

の視点で捉え，自己のイメージや感情，生活や文化などと関連付けること。

造形的な見方・考え方
　感性や想像力を働かせ，対象や事象を，形や色などの造形的な視点で捉え，自分

のイメージをもちながら意味や価値をつくりだすこと。

技術の見方・考え方
　生活や社会における事象を，技術との関わりの視点で捉え，社会からの要求，安

全性，環境負荷や経済性などに着目して技術を最適化すること。

生活の営みに係る

見方・考え方

　家族や家庭，衣食住，消費や環境などに係わる生活事象について，協力・協働，

健康・快適・安全，生活文化の継承・創造，持続可能な社会の構築等の視点から解 

決すべき問題を捉え，よりよい生活の実現に向けて考察すること。

体育や保健の見方・

考え方

　運動やスポーツを，その価値や特性に着目して，楽しさや喜びとともに体力の向

上に果たす役割の視点から捉え，自己の適性等に応じた『する・みる・支える・知る』

の多様な関わり方と関連付けること。

外国語によるコミュニ

ケーションにおける見

方・考え方

　外国語で表現し伝え合うため，外国語やその背景にある文化を，社会や世界，他

者との関わりに着目して捉え，コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応

じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，再構築すること。

探求的な見方・考え方
　各教科等における見方・考え方を総合的に活用して，広範な事象を多様な角度か

ら俯瞰して捉え，実社会・実生活の課題を探究し，自己の生き方を問い続けること。

 ※平成２９年６月に示された各教科等の学習指導要領解説より抜粋

資料　各教科等の特質に応じた見方 ･考え方
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表７ 再整理した思考のかたちの育成に活用された各タブレットＰＣ活用法の事例数（詳細版） 

※表中の表記…入力課題 タブレットＰＣの活用 出力結果 思考力、判断力、表現力等のかたち 

※「育成する思考力、判断力、表現力等のかたち」欄内の思考のかたちの図は、中村、尾崎の著書 15)より引用

育成する思考力、判断力、表現力等のかたち タブレットＰＣを活用した活動 活用法の事例 

１ 拡散（発散）的思考 

内部条件 

“発散的思考”に必要な

習得した「知識及び技

能」に対する認識

入力課題 学習者自らの意識化、

ヒラメキ、現実と課題

のギャップなどの「思

考力，判断力，表現力

等」の学習活動

出力結果

アイデアやさまざま

な考えを生み出す

学習の課題の認識

生み出されたアイ

デア・予測・発想・

考えを発表したり

メモにまとめる

↑

【学習指導-1】

指導者の指示

外部条件 【学習指導-2】 

指導者の支援制約条件：指定された学習方法や手段

外部状況：分析・分類・分解対象など

Ｂ文字・音声・画像・映像等をタ

ブレットＰＣで編集する活動 

小学校 図工 ５年生 

一枚の写真をもとに、うつっているものが何に見えるか（入力課題）

について、写真にペン機能で加筆しながら（タブレットＰＣ）拡散的

に思考し、様々なアイデアを発表する（出力結果）。 

Ｂの活用の後 

↓ 

Ｃ児童生徒のタブレットＰＣの

情報（文字・音声・画像・映像

等）を共有する活動 

（事例数はＢとＣ両方に１ずつ

カウントしている） 

中学校 国語 ２年生  

メロスは真の勇者か（入力課題）について、マッピングで自分の考え

を可視化し他者と共有することで（タブレットＰＣ）拡散的に思考し、

考えを広げる（出力結果）。

２ 分析・分類・分解 

内部条件 

分析・分類・分解に必

要な習得した「知識及

び技能」に対する認識

入力課題 学習者自らの意識化、

ヒラメキ、現実と課題

のギャップなどの「思

考力，判断力，表現力

等」の学習活動

出力結果

分析・分類・

分解すべき学

習課題の認識

分析・分類・分解

し出力された結果

をレポート等に記

載する。

↑

【学習指導-1】

指導者の指示

外部条件 【学習指導-2】 

指導者の支援制約条件：指定された学習方法や手段

外部状況：分析・分類・分解対象など

Ａ画像、音声、映像等をタブレッ

トＰＣで繰り返し見返す活動 

小学校 理科 ６年生 

回す速さが速いと、豆電球の明るさはどうなるのだろうか（入力課題）

について手回し発電機を回す速さを変えたときの電球の光の違いを

映像に記録して、その様子を繰り返し見返し（タブレットＰＣ）分析・

分類し、モーターの軸を回す速さと豆電球の明かりの関係を考察する

（出力結果）。 

小学校 理科 ５年生 

仮説を立てた流れる水にはどのような働きがあるか（入力課題）につ

いて模型の川に流れる水の働きを映像に記録して、その様子を繰り返

し見返し（タブレットＰＣ）分析・分類し、流れる水の働きを考察す

る（出力結果）。 

小学校 社会 ３年生 

スーパーマーケットでは、たくさんのお客さんにきてもらうためにど

のような工夫をしているのだろうか（入力課題）について、見学をす

る際にノートにメモを取ることと同時にタブレット端末で「スーパー

マーケットがしている工夫」であると思ったことや気づいたことを写

真や動画で撮影（タブレットＰＣ）したものを見返しながら分類し、

工夫の種類を整理する（出力結果）。 

小学校 体育 ５年生 

チームの課題を確認し作戦を立てることについて（入力課題）、試合

の動きを繰り返し視聴し、作戦を練り上げ（タブレットＰＣ）、作戦

の成否の原因について分析し、よりよい作戦につなげる（出力結果）。

小学校 理科 ５年生 

ふりこが一往復する時間は、何に関係しているか（入力課題）につい

て、振り子の実験を動画で撮影、同じ映像を必要な時に何度でも繰り

返し視聴し（タブレットＰＣ）、分析して、ふりこの一往復する時間

は糸の長さに関係することを考察する（出力結果）。 

中学校 社会 １年生  

ヨーロッパについてまとめたことを発表する（入力課題）について紙

で作成した資料を撮影して記録し、（タブレットＰＣ）分析・分類し、

まとめたことについて発表する（出力結果）。 

中学校 理科 １年生 

前回行った浮力の実験を再現する（入力課題）について各場面で木片

の動きを測定し、グラフと動画を貼り付け（タブレットＰＣ）分析・

分類し、浮力の実験を再現する（出力結果）。 

中学校 数学 １年生  

図形を分類し、どうして成立するのか数学の言葉を用いて説明せよと

いう課題（入力課題）について個々にタブレットＰＣの写真機能を用

いて、８つの立体図形の模型を好きな角度、好きな並べ方にして撮影

し、それを活用して（タブレットＰＣ）分析・分類し、自分なりに図

形の分類を決定する（出力結果）。 

活用 

条件 

入

力

出

力

条 

件 
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中学校 理科 ３年生 

３種類（銅・鉄・亜鉛）のうち、必ず陽極になる金属は存在するのか

を実検し証明すること（入力課題）について、電極の様子を撮影し（タ

ブレットＰＣ）分析・分類し、結論を記述する（出力結果）。 

Ａの活用の後 

↓ 

Ｃ児童生徒のタブレット PCの情

報（文字・音声・画像・映像等）

を共有する活動 

（事例数はＡとＣ両方に１ずつ

カウントしている） 

中学校 理科 ２年生  

金属と酸素の化合割合を求める（入力課題）について、個々に関係が

分かる資料をデジタル化し、４面合体して他者と共有し（タブレット

ＰＣ）、分析・分類し、個人で文章化する（出力結果）。 

３ 収束的思考 

内部条件 

“収束的思考”に必要な

習得した「知識及び技

能」に対する認識

入力課題 学習者自らの意識化、

ヒラメキ、さまざまな

視点などの収束的な

「思考力，判断力，表

現力等」の学習活動

出力結果

収束するアイ

デア・予測・発

想・考えの学

習課題の認識

制約条件や外部状

況を考慮し収束し

た結果をレポート

等にまとめる

↑

【学習指導-1】

指導者の指示

外部条件 【学習指導-2】 

指導者の支援制約条件：指定された学習方法や手段

外部状況：考慮すべき学習状況

Ｃ児童生徒のタブレットＰＣの

情報（文字、画像、映像等）を

共有する活動 

小学校 理科 ５年生 

検証した流れる水にはどのような働きがあるか（入力課題）について、

模型の川に流れる水の働きの映像を共有して（タブレットＰＣ）収束

的に考察し、流れる水の働きを結論づける（出力結果）。 

小学校 社会 ６年生 

世界の飢餓について考えよう（入力課題）について、デジタルワーク

シートに書き込んだ意見を大型ディスプレイで共有し（タブレットＰ

Ｃ）収束的に思考し、自分たちにもできることを考える（出力結果）。

小学校 理科 ３年生 

磁石に付いていたゼムクリップは、磁石になったのか（入力課題）に

ついて、決めた実験方法をホワイトボードに記入して、カメラで撮影

し、自分の班や他の班の実験結果を全体で共有することで（タブレッ

トＰＣ③）、収束的に思考し鉄も少しの時間、磁石になることを明ら

かにする（出力結果）。

中学校 理科 １年生  

サンプルから物質の種類を特定する（入力課題）についてプロットが

正しいかをペアで相互に点検させるなどした、測定結果を記入したグ

ラフ用紙を他者と共有し（タブレットＰＣ）、収束的に思考して、サ

ンプル物質を特定する（出力結果）。 

中学校 理科 ２年生 

雨が降るメカニズム（入力課題）について実験中に撮影した動画や写

真を他のグループと情報交流し（タブレットＰＣ）、収束的に思考し、

雨が降るメカニズムについて考察する（出力結果）。 

中学校 理科 ３年生  

満ち欠けして見える天体（入力課題）についてこれまで学習したこと

のマッピングを他者と共有して、（タブレットＰＣ）、収束的に思考し、

他のつながりが正しいか判断する（出力結果）。 

中学校 理科 ３年

木片の移動距離は球の何によってきまるのか（入力課題）について実

験グループごとにテーマを決めて実験に基づいてデータ処理し、グラ

フ作成したものを他のグループと共有し（タブレットＰＣ）、収束的

に思考して、規則性を考察させる（出力結果）。 

中学校 理科 ３年生  

３種類（銅・鉄・亜鉛）のうち、必ず陽極になる金属は存在するのか

を実検し証明すること（入力課題）について他の班のデータを持ち帰

りそれが課題を証明するデータになっているか他者と共有をし（タブ

レットＰＣ）、収束的に思考し、結論を記述する（出力結果）。 
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４ 「問題解決」での“問題の発見”や“課題

の解決” 

内部条件 

見いだす・発見に必要な習

得した予備的「知識及び技

能に対する認識」

入力課題 学習者が自らの意識化

や探求心、現実と問題

のギャップなどの「思

考力，判断力，表現力

等」の学習活動

出力結果

見いだす・発

見すべき「学

習の課題」の

認識

見いだし・発見し

た問題を課題に

し、ノートやレポ

ート等に記載する

↑

【学習指導-1】

指導者の指示

外部条件 【学習指導-2】 

指導者の支援制約条件：指定された学習場所や手段

外部状況：指定された環境や事象など

※調査における該当事例はなし ※調査における該当事例はなし 

５ 試行錯誤の問題（課題）解決 

内部条件 

子ども自身の習得状況

子ども自身の心的状況

試行錯誤-４

入力課題

頭脳や身体で「思考

力，判断力，表現力

等」の学習活動

出力結果

解決する学習

の課題 解決した課題

学習成果物

↑ …試行錯誤↑↓ -３

試行錯誤-２ 外部条件 入力課題の難易度を変

更したり、内部条件の知

識を補ったり、制約条件

を変更する
制約条件や外部状況など

Ａ画像、音声、映像等をタブレッ

トＰＣで繰り返し見返す活動 

小学校 体育 ／ 中学校 保健体育 

（○○というように）跳び箱を飛ぼう（入力課題）について、自分の

飛ぶ様子を映像に記録して、その様子を何度も見返し（タブレットＰ

Ｃ）試行錯誤することで、跳び箱を跳ぶ（出力結果）。 

中学校 家庭 １年生  

タブレットケースを作成する（入力課題）について、生徒の作業を映

像に記録して、その様子を繰り返し見直す。模範作業を共有し（タブ

レットＰＣ）試行錯誤することで、よりよい発表にする（出力結果）。

中学校 英語 ３年生 

英語で人を誘ったり、提案したり約束したりする（入力課題）につい

て、表情や口の動かし方を撮影し（タブレットＰＣ）客観的に繰り返

し見返すことで、効果的なスピーチの仕方を考える（出力結果）。 

中学校 英語 ３年生 

キング牧師のスピーチをする（入力課題）について、見本動画の表情

や口の動かし方を（タブレットＰＣ）客観的に繰り返し見返すことで、

相手が理解しやすいよう工夫したスピーチの仕方を考える（出力結

果）。 

Ｂ文字・音声・画像・映像等をタ

ブレットＰＣで編集する活動 

中学校 技術科 ２年生 

自動販売機のプログラムのエラー処理をしよう（入力課題）について、

プログラムを編集や削除、修正をして（タブレットＰＣ）試行錯誤す

ることで、目的のプログラムを制作する（出力結果）。 

小学校 図工 

キャラクターの背景を描く（入力課題）について、描画ソフトで撮影

した下書きの色を編集や削除、修正をして（タブレットＰＣ）試行錯

誤することで、本番の背景を決める（出力結果）。 

Ｂの活用の後 

↓ 

Ｃ児童生徒のタブレット PCの情

報（文字・音声・画像・映像等）

を共有する活動 

（事例数はＢとＣ両方に１ずつ

カウントしている） 

中学校 数学 ２年生  

星型五角形の５つの和をもとめること（入力課題）について解法を線

や色などを工夫して作成し、他者と考えを共有して（タブレットＰＣ）

個々に試行錯誤し、個人の課題解決につなげる（出力結果）。

小学校 算数 ４年生 

提示されたレベル１から４までの式を表す図の求め方（入力課題）に

ついて、タブレットＰＣ上でドットを動かす様子を共有しながら（タ

ブレットＰＣ）、思考錯誤し、図を個人で表す式を明らかにする（出

力結果）。 

小学校 算数 ４年生 

直方体の展開図を考える（入力課題）について、他のグループの思考

の様子を共有して（タブレットＰＣ）試行錯誤することで、個人で直

方体の展開図を考え出す（出力結果）。 
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６ 集団思考から個の思考への収束 

準備段階 

学習内容に必要な知識及

び技能の習得

      ↓ 

第１段階

(スタート)

第２段階 

（「思考力，判断力，表現力等」活動）

第３段階

(ゴール)

学習の課

題の認識
→ 拡散（発

散）的思考

収束的思考

条件付加 
→ 学習の課

題の解決

↓  ↓         ↓  ↓ 

個の活動 → 集団の活動 → 個の活動 

※調査における該当事例はなし 

（表２時点での該当事例について

は、思考のかたち１から５のＡ及

びＢの後Ｃ、に整理しなおした）

※調査における該当事例はなし 

（表２時点での該当事例については、思考のかたち１から５のＡ

及びＢの後Ｃ、に整理しなおした） 

７ その他 

＊逆発想的思考、演繹的思考、帰納的思考、総合

的思考、創造的思考など上記６つのかたちに

当てはまらない思考・判断・表現 

内部条件 

基礎的・基本的な「知識・技能」

既習の体験や経験 

チャレンジなどの意欲の状況

入力課題
学習者自らが自分の力

で試行錯誤する「思考

力，判断力，表現力等」

の学習活動 

出力結果

何を 

何のために

「学習の課題」

どうする・どうした 

「学習の課題」を解

決した学習成果物

や回答

↑

【学習指導-1】

めあて・条件等の

指導者からの提示

外部条件 【学習指導-2】 
思考・判断・表現を促す指導者か
らの背中を押す感じの“横から”の
支援

 制約条件 

外部状況 

※調査における該当事例はなし ※調査における該当事例はなし 活用 
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